
「利用時間管理」機能 
 
 
労働時間の適正な把握と管理は、労働基準法の定めにより使用者の責務とされています。 
コンピューターの利用時間を管理制限する事により、オフィス内での労働時間を管理することは非常に

有効な手段といえます。 
 
 
本機能の特徴 
・コンピューターまたはユーザーごとに、利用可能な時間帯の設定が可能です。 
・所属部署ごとに一括して利用時間の設定が可能です。 
・曜日ごとに、異なる利用時間の設定が可能です。 
・1 日内で、利用可能な時間帯を複数設定することが可能です。 
 (利用可能な時間設定例：7:00～12:00、13:00～17:00、18:00～20:00) 
・日（午前 0 時）を跨ぐ運用が可能です。 
・一時的に、任意のコンピューターに対して利用制限を解除することが可能です。 
・利用時間制限の登録には、有効期間(年月日)を設定することが出来ます。 
 年度替わりなどで利用時間の変更がある場合でも、利用時間データに有効期限を設定しておくことで

スムーズな移行が可能となります。 
・利用時間が終了した際、ユーザーに利用延長を許可する事が可能です。 
・ユーザーが利用延長を行った場合、直ちに管理コンピューターに通知され、所属長にメール通知する

ことが可能です。 
・ノート PC などで、外部持ち出しした場合でも利用時間制限をかけることが可能です。 
  



クライアントコンピューターにおける動作 
 
クライアントコンピューターはログオンした際、管理コンピューター（マネージャー）と接続して最新

の利用時間情報を取得します。 
デスクトップ上には、以下のように利用可能な時間が表示されます。 

 

 
利用時間終了の 5 分前になると、以下のメッセージが表示されます。 

 

 
利用時間終了の 1 分前になると、以下のメッセージが表示されます。 

 
 
利用時間が終了すると、以下の様なメッセージが表示されます。（シャットダウンの場合） 

 
 
 
ユーザーが利用時間外にログオンした場合、以下の様なメッセージが表示されます。（シャットダウンの

場合） 
シャットダウンするまではマウスとキーボードはロックされていますので、ユーザーはコンピューター

の操作を行う事は出来ません。 

 



利用延長の許可 
 
利用延長が許可されている場合、利用時間が終了すると以下のウィンドウが表示されます。 

 
ユーザーは利用延長に関する情報を設定して「実行」ボタンを押すことで、利用時間を延長する事が可

能となります。 

 
 
利用延長した操作は直ちにマネージャーまで送信され、コンソール上にランプ表示されます。 
予め管理者のメールアドレスを登録しておくことで、延長内容をメール通知する事も可能です。 

  



コンピューター別利用時間設定画面 

 

 
ユーザー別利用時間設定画面 

 


